
第
三
十
五
号
は
平
成
二
十
七
年
九
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
七
年
八
月
〜
九
月
）

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
九
日（
日
）、八
月
二
十
二
日（
土
）、九
月
五
日（
土
）、

　
　
　
九
月
十
九
日（
土
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
要
〜
〜
法
座（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
本
堂
　
参
加
費―

無
料

備
考―

椅
子
坐
禅
可
　
服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
二
十
三
日（
日
）、九
月
二
十
二
日（
祝
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
法
座（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　
備
考―

椅
子
席
あ
り
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
七
年
八
月
〜
九
月
）

次
号
の
ご
案
内

行
事
報
告

■
八
月
十
三
日（
木
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
迎
え
火
萬
灯
会
」

■
八
月
十
六
日（
日
）午
前
十
一
時
〜「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」

■
八
月
十
六
日（
日
）午
後
二
時
〜「
永
代
供
養
墓
合
同
供
養
祭
」

■
八
月
十
六
日（
日
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
送
り
火
萬
灯
会
」

■
九
月
二
十
三
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り「
秋
季
彼
岸
会
法
要
」

お
寺
で

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
一
回

朝
お
知
ら
せ

　
五
月
八
日
の
「
大
安
寺
報 

号
外
」
で
御
案
内
い
た

し
ま
し
た
「
戒
名
（
血
脈
）
授
与
式
」
の
第
一
回
を

七
月
一
日
（
水
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
副
住
職

に
よ
る
全
体
説
明
の
後
、
授
与
式
・
椅
子
坐
禅
・
写
経
・

法
座
（
感
想
の
分
か
ち
合
い
）
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
二
回
（
九
月
一
日
）
は
既
に
締
め

切
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、第
三
回
（
十

一
月
一
日
）
以
降
の
回
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え
火
用
・

送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
販
売
：
八
月
八
日
（
土
）
よ
り
、
当
寺
事
務
所
に
て
。

〇
備
考
：
迎
え
火
・
送
り
火
両
日
と
も
、
午
後
六
時
ま
で

に
当
寺
山
門
付
近
の
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

「
〇
〇
家
先
祖
代
々
供
養
」「（
戒
名
）
霊
位
供
養
」
等
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。

※

当
寺
に
て
お
預
か
り
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

は
、
献
灯
用
キ
ャ
ン
ド
ル
（
二
百
円
）
を
ご
購
入
く
だ
さ

っ
た
方
の
み
の
献
灯
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
畑 

し
あ
わ
せ
家
族
の
写
真
館

「
禅
写
〜
大
安
寺
家
族
写
真
撮
影
会
二
〇
一
五
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
家
族
が
集
ま
る
お
盆
に
、
と
っ
て
お
き
の
家
族
写
真

を
撮
影
し
ま
せ
ん
か
？
撮
影
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

「Photo studio TANISUGI

写
楽
館
」
北
海
道
現
存
最

古
の
写
真
館
「
旧
小
林
寫
眞
館
」
を
営
む
谷
杉
ア
キ
ラ

氏
。
谷
杉
氏
は
、
副
住
職
が
今
年
の
五
月
ま
で
編
集
・

制
作
を
担
当
し
て
い
た
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
広
報
誌

『SO
USEI

』
の
表
紙
写
真
撮
影
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た

気
鋭
の
写
真
師
で
す
。
な
お
、
撮
影
し
た
写
真
は
、
秋

の
お
彼
岸
期
間
中
に
お
寺
で
展
示
の
上
、
皆
さ
ん
に
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
七
年
八
月
十
二
日
（
水
）・
十
三
日
（
木
）

●
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

●
大
安
寺
本
堂
内
特
設
ス
タ
ジ
オ
に
て
　

●
撮
影
：
谷
杉
ア
キ
ラ
氏
（
函
館
市
）

●
料
金
：
五
千
円
※

別
ア
ン
グ
ル
で
の
追
加
撮
影
や
同
じ
ア
ン
グ
ル
で
の
焼
増
は
五

千
円
プ
ラ
ス
。

※

収
益
は
、
北
海
道
現
存
最
古
の
写
真
館
・
旧
小
林
寫
眞
館
の
維

持
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

　「
生
前
に
戒
名
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
ご
要
望
に
お
応
え
す
べ
く
初

め
て
開
催
し
た
「
戒
名
（
血
脈
）
授
与
式
）」。
戒
弟
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な

眼
差
し
や
、
法
座
（
感
想
の
分
か
ち
合
い
）
で
皆
さ
ん
か
ら
頂
戴
し
た
真

摯
な
感
想
や
想
い
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
仏
教
を
信
仰
す
る
仲
間
同
士
の

共
同
体
「
サ
ン
ガ
（
僧
伽
）」
が
産
ま
れ
た
と
の
想
い
を
持
ち
ま
し
た
。「
仏

教
や
お
寺
は
亡
く
な
っ
た
後
に
お
世
話
に
な
る
も
の
」
と
い
う
一
般
通
念

を
乗
り
越
え
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
生
き
方
に
関
与
で
き
る
お
寺
で
あ
り

た
い
と
、
あ
ら
た
め
て
志
を
立
て
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　（
副
住
職
）

　
去
る
、
六
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
七
時
よ
り
、
当

寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
二
十
七
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
付
の
後
、
中
島
敬
子
先
生
ご
指
導
の
も
と
ヨ
ー
ガ

を
体
験
。
終
了
後
は
、
円
坐
に
な
り
、
お
茶
を
い
た
だ

き
な
が
ら
感
想
を
共
有
し
ま
し
た
。「
夜
の
ヨ
ー
ガ
と

は
違
っ
て
、
自
分
の
身
体
の
硬
さ
を
実
感
し
た
」「
雨

音
を
聞
き
な
が
ら
の
ヨ
ー
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」

「
お
寺
の
周
り
の
鮮
や
か
な
緑
が
目
に
ま
ぶ
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
は
十
月
四
日

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
税
込
／
撮
影
料
＋
プ
リ
ン
ト
料
＋
木
製
フ
レ
ー
ム
代
）

（
午
前
九
時
よ
り
本
堂
に
て
予
約
券
配
布
）


